




「Hā‘awi（ハーアヴァイ）」は、「与える」「授ける」「分け与える」「手渡す」「贈る」
などの意味を持つ言葉で、知識を分かち合うときや、アロハの心を込めて
贈り物をするときに使われます。 この言葉には、惜しみなく分かち合う
という、ハワイの深い価値観が込められています。

この言葉そのものは、ハワイの大切な価値観と深く結びついています：

ハワイでは「分かち合うこと」は、アロハの心で生きることです。
知識は海のように自由に流れ、すべての人に恵みをもたらすと信じ
られています。私たちは笑顔や言葉だけでなく、祖先の知恵や自然の
スピリットも分かち合います。与えること、教えること、思いやりは、
義務ではなく恵みです。
知識を通じて心がつながり、訪れた人の心にハワイが残るように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーAlohaを込めて。

- Nā Oli no ka ‘Āina o Kanaka‘ole - (カナカオレの土地への祈りの詠唱)

チャンティング（詠唱）は、声を通してエネルギーをつなぐものです。
だからこそ、言葉をどう、なぜ発するのかを理解することが大切です。

E hō mai ka ‘ike mai luna mai ē 
‘O nā mea huna no‘eau o nā mele
 ē E hō mai, e hō mai, e hō mai ē

(done three times) 

天より授かる知恵を、私たちに。
詠唱に秘められた叡智を、
どうか明かしてください。
そのすべてを、私たちに授けて
ください。

E Hō Mai
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 Aloha アロハ（愛と思いやり）
 Kōkua コークア（助け合いの心）
 Lōkahi ローカヒ（調和と団結）
 Mālama マラマ（思いやりを持って大事にする）



Rest in calm, shallow 
bays during the day, 
using only half their 
brain to stay aware 
and surface for air 
while sleeping.

They feed at night on 
fish, shrimp, and squid 
that migrate closer to 
the surface and shore, 
making them easier to 
catch.

三角形のひれ

マメ知識！

1.5-2M : 82Kg＋

イルカ達は8～10分、長いときは15分も
息を止めていられます！

夜になると沖合の深い海
へ数キロから十数キロ
ほど移動して餌を探しに
行きます。小さい魚、エビ、
イカなどを食べます。

日中は、穏やかで浅い入江
で休んだり、片方の脳だけ
を休ませて睡眠をとったり
します。周囲に注意しなが
らゆっくりと泳いでいます。

三色に分かれた体の模様で、
背中からお腹にかけて暗い色から
明るい色へと変化しています

やや丸みを帯びたおでこ

夜間の行動 日中の行動

?
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マメ知識！

スピナードルフィンは空中で最大7回も
くるくると回転できます！ 

はっきりしたことはわかっていませんが、イルカがスピンするのは
次のような理由があると考えられています。

体についた寄生虫を落とすため 

異性へのアピールのため

楽しいから、遊んでる！

★ スピンのほかにも、宙返りや頭や尾で水面をたたく行動、スパイホップ
　（頭を水面に出して周囲をのぞく行動）などでも知られています。

!

他のイルカとコミュニケーションをとるため
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2-2.5 メートル

2.5-3 メートル

2.5-4 メートル

マダライルカ

カズハゴンドウイルカ

バンドウイルカ

パイロットホエール

体に斑点（スポット）があるのが特徴で、特に成長
するにつれて斑点が増えることで知られています

比較的深い海域を好み、ほかのイルカに比べて
顔つきが少し長めでなめらかです。

最もよく知られたイルカの一種で、水族館や映画
でもよく見られる種類です。温厚な性格と高い知能
　で知られています。

名前に「ホエール」がついて
ますが、イルカの一種です！

運ラッキーだと、
こんなイルカたち
にも出会えるかも！

4

カマイルカ
イルカ科の仲間です
が、外見や行動が
シャチに似ています

4-6 メートル

5-6 メートル

!



イルカを尊重し、大切にしましょう

ハワイアン・スピナードルフィン 
距離50ヤード(46メートル)のルール 

ハワイアン・スピナードルフィンは、夜に餌をとりに出かけるため、昼間は
安全な浅瀬や湾内で休んで体を回復させる必要があります。そのため、
休んでいる時は、近づかず見守る必要があります。

イルカはとても賢く、コミュニケーションや問題解決が得意な動物です。
大きな脳と反響音を使った行動から、その高度な知性がわかります。
彼らの健康を守るためにも、私たちは優しく接し、人の影響を最小限にする
必要があります。

NOAA (野生動物の保護と調査を行うアメリカの政府機関)
は2021年10月28日に規則を導入しました

スピナードルフィンに近づいたり、一緒に泳いだり、50ヤード以内に
とどまったりすることは禁止されています。 このルールは、ハワイ主要諸島の
沿岸2海里以内と、ラナイ島・マウイ島・カホオラウェ島周辺の指定海域で、
人・船・ドローンなど全てに適用されます。
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Mahalo nui loa
マハロ ヌイ ロア

あたたかいご支援と、知識をくださった事への感謝を込めて

 ハイディ・ハーシュ - 海洋生物学者（マリンバイオロジスト）

カメハメハスクール - ハワイの子ども等の教育と文化継承に取り組む私立学校

ハワイツーリズムオーソリティ - 観光を通じてハワイの経済を支えつつ、地域
　　　　　　　　　　　　　　　　 社会・文化・自然を守る州の機関
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アンドユークリエーションズのミッション

私達のご提供するツアーはSDGsを重視し、ハワイ州の
公式認定を受けたサステナブルツアーです

アンドユークリエーションズは、ハワイの主要関連機関のメンバーです

And You Creations は、ハワイへの感謝を込めて、恩返しをしたい
と考えています。 ハワイ文化では、助け合い（コークア）、おもてなし
（ホオキパ）、責任（クレアナ）が重んじられ、知識や思いやりを分かち
合うことが大切にされています。
お客様を迎えることは、土地・海・祖先の知恵を伝える機会でもあります。
自然や文化、歴史を伝えることで、土地を守る責任（マラマ・アーイナ）
を果たし、未来へとつないでいきます。
私たちは、思い出だけでなく、ハワイの心も持ち帰っていただけること
を願っています。
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ハワイ州公認のサステナブル
観光団体

ハワイ州観光局




